
広報

米の良さを理解してもらおうと 、米

消費拡大推進協議会が毎年実施している

「おにぎりコンクール」。町内子ども会

から23チームが参加しました。
ノリ-ごま塩-シーチキン-にんじん

などを材料に、顔や花などを型取ったり 、

大きいのから小さいのまで工夫を凝らし

たおにぎりが勢ぞろい。

思わず、つまみ食いしたくなる程です。

金賞=小学生の部は池田子供会、中学生

の部は溝陸子供会でした。

平成4年3月号
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「ボランティア都市宣言J

つてなに?

d-圃圃・・・・・・・・ーーシンボルマーク

(0 キャッチフレースc

いっ

市制施行50周年記念事業の一つに掲げ、ら

れている「ボランティア都市宣言Jo

たいどんなことなのでしょうか口

フ

'92 大村In 
=桜をめぐる観光と交通=
期日4月4日(土)---5日(日)会場市コミセン

b
b
ボ
ル
マ
1
ワ
に
田
原
さ
ん

キ
ヤ
ヴ
チ
ワ
レ
ー
ス
に
、
湖

ヤ
ツ
チ
フ
レ
ー
ズ
お
よ
び
、
記
念

事
業
ア
イ
デ
ア
の
入
選
者
の
表
彰

式
が
2
月
日
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
に
は
諌
早
市

の
田
原
嗣
晴
さ
ん
(
却
歳
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
)
の
作
品
が
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
は
富
の
原
1
丁
目
の

湖
政
子
さ
ん
(
お
歳
・
薬
剤
師
)

の
作
品
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

市
内
外
よ
り
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
に
は
1
8
0
点
、
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
は
1
1
3
占
…
、
そ
し
て

記
念
事
業
市
民
ア
イ
デ
ア
は
2
1

0
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

他
の
入
選
者
は
次
の
通
り
で
す
。

-rw，，"，"" I -.Jψ 勺γ 川 か
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ゎ ぃ、

日
周
年
記
念
事
業
ア
イ
デ
ア
な

ど
の
表
彰
式

(
2
/
叩
・
市
役
所
)

市
制
施
行
印
周
年
に
ち
な
ん
で

募
集
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
、
キ

さ
ん

全国の桜の名所などの市町村が

一堂に会し、桜をテーマにいろん

なイ崖しが行われます。

一般傍聴希望者の参加を認める

「公開サミット」 です。

皆さん多数のご参加をお待ちし

ます。

4日(土) 14: 00--
・さくらの品種改良と保守事例発
表/県立大村園芸高校

・基調発表
・討議・・・「桜をめくる観光と斐通」

・記念植樹 (参加市町村の桜が檀
樹されます)

5日(日)
・市内桜観光など

サ

ミ

ッ

卜

日

程(
敬
称
略
)

-
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

川
原
知
顕
(
日
歳
・
玖
島
1
丁

目
)
、
江
口
あ
け
み
(
幻
歳
・
長

崎
市
)

-
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

高
木
正

一

(
必
歳
・
長
崎
市
)
、

上
野
由
美
子
(
お
歳
・
久
原
1
丁
目
)

・
記
念
事
業
ア
イ
デ
ア

朝
長
靖
彦
(
玖
島
2
丁
目
)
、
大

村
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
、
北
添

宏
(
木
場
2
丁
目
)
、
山
口
君
男

(
大
村
部
隊
内
)
、
小
森
強
(
竹
松

部
隊
内
)
、
垣
本
寿
文
(
同
)
、

片
岡
秀
一
(
大
村
部
隊
内
)
、
前

田
恒
二

(
同
)
、
渡
海
次
夫
(
玖

島
2
丁
目
)
、
本
浦
み
ど
り
(
大

村
部
隊
内
)
、
芦
塚
義
光
(
植
松

2
丁
目
)
、
大
坪
敏
哉
(
原
口
町
)
、

木
原
久
美
子

(
松
並
1
丁
目
)
、

山
口
政
幸
(
大
村
部
隊
内
)

国は、昭和60年に「福祉ボランティアの

まちづくり事業(ボラントピア事業)Jを発

表し、各市区町村社会福祉協議会を主体に

推進されていますが、大村市社会福祉協議

会においても昭和62年に指定を受け、 事業

が進められています。

このボラントピア事業というのは、市民

のボランティア意識・活動・組織化の向上

を進め、社会福祉活動の発展を図ることに

より、高齢化社会の到来や障害者などへの

相互扶助などに対応していこうという大切

な事業です。

急速に進行する高齢化、家庭機能や生活

水準の向上など社会構造が大きく変化し、

福祉に対するニーズはますます多様化の傾

向にあります。

こんな中で、 「ボランティア都市宣言」

は、市民一人ひとりが福祉の担い手として

明るく、温ーかい、そして、ふれあいのある

市民生活を創造しようというものです。

今後、市社会福祉協議会をはじめ、福祉

団体との連携を深め、各地区の社会福祉協

議会の結成や既設協議会の活性化などを図

るとともに、福祉指定校の増加、ボランテ

イア グループの活動促進などで、福祉ボラ

ンテ ィア町づくりの定着化を目指します。

大
村
印
年
の
歩
み
(
抜
粋

O
昭
和
げ
年
2
月
刊
日

大
村
町
に
萱
瀬

村
、
福
重
村
、
松
原
村
、
鈴
田
村
、

三

浦
村
が
合
併
。
全
国
で
1
8
8
番
目
の

市
と
し
て
誕
生
。

当
時
の
人
口
・
・
・
3
万
9
千
5
7
2
人
。

o
m年
8
月

太
平
洋
戦
争
終
結
。

o
n年
2
月
市
章
制
定
。

o
mm
年

叩

月

市
立
病
院
開
院
。

o
U
年
4
月
全
国
初
の
モ
ー
タ
ー
ボ
l

ト
レ
ー
ス
開
催
。

o
m年
5
月

学
校
給
食
開
始
。

o
n年
7
月

大
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
。

O
M
年
5
月
大
村
空
港
が
開
港
。

0
お
年
ロ
月
し
尿
処
理
場
完
成
。

O
初
年
ロ
月
萱
瀬
ダ
ム
完
成
。

0
お
年
7
月
東
彼
杵
郡
武
留
路
郷
が
大

村
市
に
編
入
さ
れ
る
。

0
お
年
間
月
新
市
庁
舎
落
成
。

O
MM
年
3
月

H

お
お
む
ら
ざ
く
ら
H

が
国

の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
。

O
M明
年
問
月
第
M
回
国
民
体
育
大
会
開

催
(
大
村
会
場

1
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ

グ
ビ
ー
、
山
岳
)
。

o
U
年
4
月
市
民
憲
章
制
定
。

o
U
年
4
月
市
花
に

「お
お
む
ら
ざ
く

ら
」
が
決
定
。

0
幼
年
刊
月
人
口
6
万
人
に
達
す
。

o
m年
5
月
長
崎
空
港
開
港
。

O
M
年
4
月

新

市

立
病
院
完
成
。

O
M
年
7
月
秋
田
県
角
館
町
と
姉
妹
都

市
提
携
。

O
百
年
4
月
兵
庫
県
伊
丹
市
と
姉
妹
都

市
提
携
。

o
m年
4
月
公
共
下
水
道
供
用
開
始
。

o
U
年
3
月
昭
和
少
年
遣
欧
使
節
団

(
4
人
)
を
ロ

i
マ
へ
派
遣
。

o
U
年
刊
月
長
崎
自
動
車
道
(
大
村
1

多
良
見
間
)
開
通
。

O
引
年
6
月

人

口

7
万
人
到
達
。

O
例
年
1
月
7
日
昭
和
天
皇
ご
逝
去
。

「昭
和
」
か
ら
「
平
成
」
の
時
代
へ
。

O
平
成
元
年
3
月

J
R
諏
訪
駅
誕
生
。

O
元
年
6
月
市
の
木
「
イ
チ
イ
ガ
シ
」

に
決
定
。

0
2
年
1
月
「
お
お
む
ら
ハ
イ
ウ
ェ
イ

ロ
ー
ド
レ
l
ス
大
会
」
開
催
。

O
同
九
州
横
断
自
動
車
道
・
長
崎
自
動

車
道
全
線
開
通
。

0
2
年
7
月

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国

4
0
0
年
祭
。

0
2
年
8
月
大
村
少
年
使
節
団
(
日
人
)

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
。

0
3
年
9
月
台
風
口
・
四
号
被
害
甚
大
。

0
4
年
2
月
市
制
施
行
日
周
年
を
迎
え

る
。

、ョ童mQ市
32.7 大水害
多くの死傷者を出した

萱瀬夕、ム・現在拡張工事が進め

られています

.11 

44.10 ソフトボール・ラグビ一
山岳が行われた第24回国体市花・おおむら桜港σb 

ニI..崎長路道速国

『百1
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希望をのせて

「長崎-香港」直行

チャーター便就航
O 

長崎・香港便就航を祝っ
てf子われたテーフ。カット
(2/18・長崎空港)

キ
ャ
セ
イ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
航
空
の

「長
崎
|
香
港
」
を
結
ぶ
初

の
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
2
月
8
日
、
香
港
へ
向
け
飛
び
た
ち
ま

し
た
。
長
崎
空
港
を
拠
点
と
し
た
総
合
的
な
周
辺
整
備
を
図
る

「長
崎

エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
」
。
長
崎
空
港
の
国
際
化
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
/
こ
ん
な
中
で
の
長
崎
香
港
問
の
チ
ャ

ー
タ
ー
便
の
就

合
つ
格
航
は
、
長
崎
県
の
更
な
る
舌
性
化
に
明
る
い
希
望
を

か
炉
ら
ど
う
一

i
o
ー

一
ヤ
虻m
R

y

t

-

-;
円

事

イノ
一
ヅ
こ
の
日
は
、
初
便
行
事
と
し
て
同
航
空
の
ニ
ッ

w引
ク

・
ロ
1
ズ
日
本
地
区
本
部
長
、
県
関
係
者
、

と
的
松
本
市
長
ら
に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ
ト
ゃ
、
機

一一
寸

長
ら
へ
の
花
束
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
、
長
崎

内
科

|
香
港
の
直
行
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
を
祝

い
ま
し
た
。

O 

O 

市
民
の
大
村
市
役
所
以
平
成
A
S
W
A
月
か
・
り

O 

O 

ロ
時
羽
分
ま
で

| ただし、今までどおり業務を行うところ | 
市立病院、坂口浄水場、市民会館、養護老人ホ ム清和圏、

勤労青少年ホーム 、野岳公園管理事務所、清掃課、大村市斎場、

競艇事業部、市民体育館、市民プール、屋内プール、武道館、

公民館、コミュ二ティセン夕 、図書館、保育所、幼稚園など。

このほか、婚姻・出生・死亡届の受け位けや埋火葬許可書の

発行業務は、本庁宿直室で行います。

(詳しくは、人事課またはご利用の窓口へお尋ねください)

曽
田
岡
欝

Z
e歯
開

4
主
題
因
幡
町

輪
開
昌
明
邑
踏
切
軍
曹

ー
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

1

昼
休
み
時
間
中
も
次
の
窓
口
業
務

lま

女
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
は
、

は
行
い
ま
す
。

¥
市
民
課
・
保
険
年
金
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・
福
祉
課
・
/

/
秘
書
広
報
課
(
受
伺
)
・
下
水
道
業
務

課

¥

食
休
み
で
な
い
土
曜
日
(
第
1
・
第
3
)

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

e旬、

よ
み
が
え
れ
母
な
る
海
よ

4 

也

捕山
鍋
斗

す
べ
て
の
人
に
誕
生
日
が
あ
る

よ
う
に
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
も
誕

-
生
し
た
年
が
あ
り
ま
す
。

一

昭
和
口
年

(
1
9
4
2
年
)
2

一
月
日
目
、
大
村
市
は
一
町
五
村
の

↑
合
併
に
よ
り
、
全
国
で

1
8
8
番

一
目
の
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し

一
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
ぼ
っ
発
直

一
後
の
緊
迫
し
た
時
期
で
し
た
。
当

一
時
の
大
村
市
の
人
口
は
約
4
万
人

千
で
し
た
か
ら
、
こ
の
叩
年
で
お
よ

一
そ
2
倍
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

↓

大
村
は
昔
か
ら
、
自
然
の
美
し

一
さ
と
人
情
の
豊
さ
が
讃
え
ら
れ
て

一
ま
い
り
ま
し
た
。
東
に
緑
映
ゆ
一
戸

一
多
良
の
嶺
々
。
西
に
波
静
か
な
琴

二
肌
(
大
村
湾
)
口

湾
上
に
は
世
界

一
初
の
海
上
空
港
の
雄
姿
。
千
年
の

ご
歴
史
が
息
吹
く
城
下
町
。
そ
し
て
、

一
空
港
と
高
速
道
を
結
ぶ
県
央
の
交

一
通
拠
点
。
県
下
8
市
の
中
で
も
大

一
村
市
が
も

っ
と
も
人
口
が
伸
び
て

↑
お
り
、
将
来
性
が
期
待
さ
れ
て
い

一
る
。
こ
の
恵
ま
れ
た
状
況
の
中
で
、

一
私
た
ち
の
ま
ち
は
印
周
年
を
迎
え

一
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
歴
代
の
市

一
長
は
じ
め
、
議
員
各
位
や
諸
先
輩

一
の
ご
努
力
の
賜
と
感
謝
し
て
お
り

，
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
先
日
、
私
は
「
市

k
」
1
ト

I
iれも
-7ド
l
t
l、
t
r
J
U
A
d
r

大
村
市
長

松

昌
フ7て

本

長
さ
ん
僕
た
ち
の
夢
を
聞
い
て
く

一

だ
さ
い
」
と
い
う
座
談
会
に
出
席

一

し
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
6
年
生

一

が
6
人
、
い
ろ
ん
な
注
文
が
矢
の

日

よ
う
に
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
「
私

↓

の
少
年
時
代
は
ど
う
だ
つ
た
か
」

干

の
質
問
に
、
郡
川
や
大
村
湾
で
泳

千

い
で
い
た
こ
と
を
話
す
と
、
「
今
の

十

川
や
海
は
汚
な
く
て
泳
げ
な
い
。

一

何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
」
と
一
本

一

と
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
や

日

孫
に
美
し
い
自
然
を
残
す
と
い
う

一

使
命
と
責
任
を
改
め
て
痛
感
し
ま

干

し
た
。

日

日
周
年
記
念
事
業
の
目
玉
と
し

一

て
、
叩
月
1
・
2
日
、
第
1
回
全

日

国
閉
鎖
性
海
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
閉

す

催
し
、
全
国
か
ら
「
よ
み
が
え
れ

日

母
な
る
海
よ
」
を
テ
l
マ
に
集
ま

一

り
ま
す
。
何
と
か
大
村
湾
を
き
れ

一

い
に
す
る
元
年
に
し
た
い
と
意
気

戸

込
ん
で
い
ま
す
。

守

ほ
か
に
も

「花
と
歴
史
と
技
術

戸

の
ま
ち
」
を
め
ざ
し
、
全
国
さ
く

古

ら
サ
ミ
ッ
ト
を
皮
き
り
に
多
彩
な
h

行
事
を
展
開
し
ま
す
口
「
さ
わ
や

日

か
U
P
・
お
お
む
ら
日
」
意
義
あ

干

る
年
に
す
る
た
め
に
、
市
民
お
一

一'

人
お
一
人
の
積
極
的
な
参
加
を
お

'一

願
い
し
ま
す
。
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貴重な古墳が‘発見された玖島崎古墳群
(2/10・玖島 1丁目)

腕
に
磨
き
を
か
け
ま
す

問。1設 警警

=貴重なはっけん玖島崎古墳群=

ー
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
料
理
講
習
会

l

。)

市
教
育
委
員
会
は
、
大
村
公
園
の
整
備
に
先

立
ち
、
玖
島
崎
古
墳
群
(
玖
島
崎
キ
ャ
ン
プ
場
)

の
発
掘
調
査
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
に
ロ
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

古
墳
か
弘
警
L
穀
の
年
玉
、
水
品
製
の
ゆ
玉
、

て
つ
F
く

ガ
ラ
ス
玉
が
約
1
5
0
個
、
こ
の
ほ
か
鉄
鉱
、

と
う
す

万
子
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
長
崎
地
方
に
お

け
る
古
墳
群
の
研
究
に
、
大
変
貴
重
な
発
見
と

な
り
ま
し
た
。

玖
島
崎
古
墳
は
、
昭
和
ぬ
年
に
九
州
大
学
の

教
授
ら
に
よ
り

一
部
が
調
査
さ
れ
、
そ
の

1
基

が
市
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

全
体
の
調
査
は
今
回
が
初
め
て
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
ん
な
に
多
く
の
玉
類

が
出
土
し
た
の
は
、
長
崎
地
方
で
は
大
変
珍
し

く
、
ま
た
、
島
の
先
端
部
に
多
く
の
古
墳
が
築

か
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
性
格
を
知
る
う
え

で
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
と
し
て
、
今
後

の
研
究
・
究
明
に
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

ず
、
多
種
多
様
の
仕
事
の
依
頼
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
の
入

会
を
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
2
月
3

日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
料
理
講
習
会
を
聞
き

ま
し
た
。

こ
の

1
年
間
の
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
依
頼

件
数
は
2
、
1
7
9件
、
こ
の
う
ち
食
事
な

ど
を
含
む
家
事
手
伝
い
は

1
1
6
件
で
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
料
理
講
習
会
は

こ
の
依
頼
者
の
ニ

l
ズ
に
応
え
る
た
め
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
料
理
研
究
家
の
山

口
貞
子
氏
を
講
師
に
ち
ら
し
ず
し
、
茶
わ

ん
む
し
、
白
和
え
料
理
の
技
術
向
上
に
努

め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
滞
在
中
の
中
国
・
上

海
県
の
産
業
技
術
研
修
生
日
人
も
参
加
、

会
員
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し

く
日
本
料
理
に
挑
戦
。
出
来
上
が
っ
た
料

理
を
全
員
で
会
食
し
な
が
ら
、
日
中
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
回
の
料
理
に
限
ら

上海県の産業技術研修生も参加して行わ
れた料理講習会 (2/3・市コミセン)

lt 

ー
市
民
受
通
障
害
保
険

1

毎
年
、
多
数
の
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。
昨
年
は

大
村
市
で
も

8
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
ま
た
、
数
字
に
表
わ
れ
な
い

事
故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
よ
る
自
損
事
故
な
ど
は
、

ほ
と
ん
ど
が
そ
の
例
で
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
、
こ
の
様
な
皆

さ
ん
の
周
り
で
起
き
た
小
さ
な
交
通
事
故

に
も
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
、
た
い
へ
ん

身
近
な
保
険
と
さ
一
口
え
ま
す
。

掛
金
も
安
く
、
加
入
や
保
険
金
請
求
の

手
続
き
も
簡
単
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ご
家
族
、

職
場
ぐ
る
み
で
ど
う
ぞ
。

加
入
で
き
る
人
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
。

いつ、どんな危険が潜んでいるかわかりません

ま
た
市
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人
。

掛
金

一
口
年
額
4
8
0
円
で

1
人
二
口

ま
で
加
入
で
き
ま
す
。
年
の
途
中
で
加
入

す
る
人
は
、
月
割
判
円
で
す
。

申
込
期
間

3
月
2
日
側
か
ら

申
込
窓
口
市
総
務
課
・
各
出
張
所

(
町
内
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
場
合
は

町
内
会
へ
)

詳
し
く
は
、
別
に
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ

シ
(
加
入
申
込
書
付
)
ま
た
は
、
総
務
課

交
通
防
犯
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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v未来にはばたけ子どもたち
(2/11・市コミセン)

子供たちの幸せと明るい未来を築くため、今後の

児童の養育のあり方、施設の抱えている問題などを

考えようと開かれた 「長崎県児童福祉研究大会」。

市内をはじめ県下の児童福祉関係者、学校関係者、

教育関係者など約400人が参加。
施設入所児童の作文発表、 「地域の児童問題と児

童福祉施設のかかわりについて考える」をテーマに

したシンポジュウム、俳優・東野英心氏による記念

講演などに真剣に耳を傾けていました。

企魅力ある子ども会を目指し
(2/9 .市コミセン)

， ~〆

....若いエネルギーの結集 (2/2.市コミセン)

市膏年団による青年祭が2月2目、市コミセンで聞
かれ多くの若者でにぎわいました。

現在、市内には6地区の青年団があり 、それぞれに
活動をされています。

会場では、この巳のために猛練習を重ねたという演

劇、ダンス、舞踊などの披露や、1日も早い沈静化を

願った普賢岳、ステンドグラス、青春ビデオなどの作

品の展示などが行われました。

企一斉にスター卜 (2/11 .海上自衛隊内)

一般・高校 ・中学・女性の118チームが参加した
「おおむら駅伝競走大会」が、2月11日行われました。
今回は、会場を海上自衛隊に移して競技が行われ

ましたが、それぞれのチームの力を出しきってのデ

ツド・ヒートに、盛んな声援が送られました。

成績は次のとおりです。

Aクラス…①十八番 ②萱中うさぎ
らA

Bクラス…①焼とりかごしま
理浦高等学校

③理容くりは

③長崎②東彼陸協

市子ども会育成連合会では、子ども会のあり方、魅

力ある活動を進めていこうと 2月9日、市コミセンで
モデル子ども会発表会を開きました。

今回は、松尾、皆同、池田アパートの3子ども会が
モデルに選ばれ、松尾子ども会は、地区の敬老会など

で演劇を毎年披露しているというが、今回は時代劇・

遠山の金さんを演じ、ほほえましい、そして真剣な演

劇に会場から盛んな拍手が送られました。

皆同と池田アパート両子ども会は、スポーツ活動や

ミ二運動会、シ・ユ二アリーダー研修会など、これまで

の体験活動などを発表。

各地区から参加した子ども会関係者と今後のあり方

などを研究協議しました。

hv
白
熱
の
プ
レ
ー
に
興
奮

(2
/
2
・
市
民
体
育
館
)

全
国
の
実
業
団
選
抜
女
子
リ
ー
グ
大
村
大
会

が

2
月
2
目
、
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
日
立
茂
原
対

J
T、
東
洋
紡
対
富

士
フ
ィ
ル
ム
の
対
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
八
王

国
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
に
、
駆

け
つ
け
た
フ
ァ
ン
も
興
奮
気
味
。
盛
ん
な
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

()) 

4
Zフ
後
の
家
庭
教
育
は
:
・
百
シ
引
ン
)

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
内
田
玲
子
氏
を

講
師
に
迎
え
て
開
か
れ
た
教
育
講
演
会
。

内
田
氏
は
、
「
家
庭
教
育
の
根
っ
こ
に
あ
る

も
の
」
と
題
し
て
、
理
想
や
一

般
論
で
な
く
、

親
の
心
の
奥
を
見
て
子
供
は
育
っ
て
い
く
な
ど
、

体
験
談
な
ど
を
通
し
て
現
在
の
家
庭
教
育
の
あ

り
方
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

一、
衣
pt
義
者
弓
三
枚
三
円
同
る
る
も
の

議

.2分駐所へ
新しい消防車
(2/7 .市役所)

市消防団第4分
回大多武分駐所、

第12分団武留路分
駐所に、小型動力

ポンプ積載の新し

い消防車が配備さ

れました。

年数が古くまた、乗車定員が少なかったりしていた

ため買い替えられたもので、2月7目、松本市長より
喜野第4分団長、福田第12分団長へそれぞれ新しいキ
ーが手渡されました。

子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

6 

信
識
踏
切
犠
を
電
鍵
レ

爽
通
安
舎
を
具
体
倫
明
巴
畿
え
よ
う

も
う
す
ぐ
春
休
み
。
暖
か
く
な

り
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
遊
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
す
。
新
入
国
・
入
学

を
楽
し
み
に
し
て
い

る
子
ど
も
た

ち
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

慣
れ
な
い
道
で
の
通
園
・
通
学

は
、
交
通
事
故
の
危
険
が
い

っ
ぱ

い
で
す
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
原
因
は
、

道
路
へ
の
H

飛
び
出
し
H

が
最
も

多
く
、
次
い
で
H

車
の
直
前
・
直

後
の
横
断
H

と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、

子
ど
も
の
行
動
特

性
に
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
は
、
一
つ
の
こ
と
に

注
意
が
向
く
と
、

周
り
の
も
の
が

日
に
入
ら
な
く
な
る
と
い
う
特
性

が
あ
り
ま
す
口
例
え
ば
、
遊
び
に

夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
車

が
近
づ
い
て
き
て
も
気
が
つ
か
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー
ル
が

道
路
の
ほ
う
へ
転
が
っ
て
い

っ
た

り
、
道
路
の
向
こ
う
側
か
ら
親
が

声
を
か
け
た
り
す
る
と
、
急
に
道

路
へ
飛
び
出
し
て
し
ま
う
の
も
そ

の
た
め
で
す
。

ま
た
、
物
事
を
単
純
に
理
解
し

て
し
ま
っ
た
り
、
物
陰
や
狭
い
と

こ
ろ
で
隠
れ
て
遊
ぶ
の
を
好
ん
だ

り
す
る
と
い
う
特
性
も
あ
り
ま
す
。

市役所・各出張所に提言箱

が設置されていますが、その

提言の中から紹介します。

O 

O 

O 

ー
整
備
状
況

l

大
村
公
園
は
平
成
2
年
よ
り
3

か
年
を
か
け
て
、
公
園
全
体
の
整

備
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
事
業
の
中
で
園
路

・
照
明
な

ど
の
整
備
が
あ
り
、
大
村
市
の
シ

ン
ボ
ル
公
園
と
し
て
市
民
は
も
と

よ
り
市
外
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
公
園
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
は
、

桜
並
木
の
園
路
や
地
中
か
ら
桜
を着々と整備されている大村公園

止
ま

っ
て
い
る
車
の
後
ろ
や
下
に

潜
り
込
ん
で
遊
ん
だ
り
す
る
の
は

そ
の
た
め
で
す
。

言
葉
だ
け
で
な
く

手
本
を
見
せ
て

こ
の
よ
う
な
、

子
ど
も
の
行
動

特
性
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、

わ
た
し
た
ち
は
子
ど
も
の
交
通
安

全
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

ま
ず
、
親
は
、
通
園
や
通
学
の

道
路
を
子
ど
も
と

一
緒
に
歩
い
て

み
て
、
危
な
い
所
、
気
を
つ
け
る

所
な
ど
、

言
葉
だ
け
で
は
な
く
手

本
を
見
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
が
正

し
く
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
具

体
的
に
何
度
も
教
え
ま
し
ょ
う
。

動
劃
「
l

i

l

-

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
慎

重
に
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
わ
た

し
た
ち
大
人
が
防
い
で
あ
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

二提言一

大村公閣の整備を.グ
大村公園を県下一の桜の名

所として、魅力ある公園整備

をしてほしい。

つつじゃあじさいが多すぎ

てゴミの捨て場となっているo

別の場所に移し、芝生などを

植えたらどうか。

0
ー

o

|

O 

和風トイレ

照
ら
し
出
す
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
今
ま
で
と
違

っ
た

楽
し
み
方
を
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
公
園
内
に
は
つ
つ
じ
ゃ

あ
じ
さ
い
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
市
民
団
体
の
記
念

植
樹
で
あ
る
と
と
も
に
、
桜
の
根

の
保
護
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
特
に

つ
つ
じ
は
、

常
緑
低
木

と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
取

り
除
き
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
低
く

切
る
な
ど
せ
ん
定
の
方
法
に
よ
り

整
備
を
図
り
ま
け
い
c
や
ぐ
ら

こ
の
ほ
か
、
板
敷
櫓
の
建
設
、

ト
イ
レ
の
整
備
な
ど
も
行
っ
て
お

り
、
魅
力
あ
る
公
園
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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国
民
健
康
係
険
結
協
学
問
が

4
月
1
a
か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
3
月
白
日
で
す
。

4
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者

証
に
変
わ
り
ま
す
。

-
被
保
険
者
証
は
、
ふ
じ
色

・
退
職
被
保
険
者
証
は
、

オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。

3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な

っ
て
も
届
か
な
い
場
合

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
(
保
険
証
)

が
送
付
さ
れ
た
ら
次
の
こ
と
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証
に
記
載
誤
り
が
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
4
月
か
ら
診
療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
(
ふ
じ

色
)
ま
た
は
(
オ
レ
ン
ジ
色
)
を

病
院
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ

い
(
古
い
保
険
証
は
無
効
で
す
)
。

③
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

人
、
市
外
に
転
出
し
た
人
で
、
喪

失
の
届
(
保
険
証
の
抹
消
)
を
し

て
な
い
人
は
至
急
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

④
仕
事
を
や
め
た
り
し
て
国
民
健

康
保
険
に
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
は
、
社
会
保
険
な
ど
が
切

O 

O 

市民の皆様には、改修工事中につき大変ご

迷惑をお掛けしており、誠に申し訳ございま

せん。今回の改修により 、施設・設備をリフ

レッシュし皆様のニーズにお応え出来るよう 、

より一層の努力をして参ります。

つきましては、改修後は平成4年 4月11日

より開館となりますが、次のとおり休館日が

変わりますのでお知らせします。

れ
た
証
明
(
資
格
喪
失
証
明
な
ど
)

を
。
ま
た
退
職
者
医
療
該
当
者
は

年
金
証
書
を
持
参
し
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
保
険
税

は
、
診
療
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
人
は
、
整
理
の
都

合
上
、
大
切
な
保
険
証
が
お
手
元

に
届
く
の
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、

早
目
に
ご
相
談
く
だ

さ
」
い
。

※
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
同
封
し
ま
す

の
で
、
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課

O (その

-休館日
毎月の第 1月曜日を除く毎週月曜日

日が、祝日に当たるときはその翌日〉

-利用申し込み
休館日を除くすべての日。午前8時30分~

午後5時 (したがって、土曜午後、日曜、祝

祭日の申し込みが可能となります)

※申し込みは、 4月 1日から

挙

一口メモ

選
選
挙
人
名
簿
の
登
録

選
挙
人
名
簿
は
、
投
票
す
る
と

き
選
挙
人
を
確
認
す
る
た
め
に
、

選
挙
権
の
あ
る
人
を
あ
ら
か
じ
め

登
録
し
て
お
く
公
簿
で
す
。

し
た
が

っ
て
、
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
た
と
え

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
投
票
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
の
制
度
で
は
、
登
録
基
準
日

新
着
図
書
案
内

(
児
童
図
書
)

ぼ
く
の
ね
こ
み
な
か

っ
た
(
エ

リ
ッ
ク
・
カ
l
ル
作
)
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
か
つ
ど
ん
や
(
赤
根
祥
道
)
、

が
ん
ば
れ
ご
ん
(
木
村
裕

一
)
、
か

ば
く
ん
の
お
か
い
も
の
(
ひ
ろ
か

わ
さ
え
こ
)
、
お
に
の
ふ
ん
ど
し

ち
ょ
い
と
ぬ
え
る
か
い
(
ち
ば
え

み
こ
)
、
さ
き
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
(
松
田
素
子
)
、
友
だ
ち

に
お
い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

録
さ
れ
て
か
ら
引
き
続
き

3
か

月
以
上
大
村
市
に
住
所
が
あ
る
人

は
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一

度
登
録
さ
れ
ま
す
と
、
転
出
な
ど

に
よ
る
異
動
が
な
い
限
り
、
永
久

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
村
市
に
転
入
さ

れ
た
人
や
、
従
来
か
ら
大
村
市
に

居
住
し
初
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
る
人
が
、
新
し
く
登
録
さ
れ
る

対
象
と
な
り
ま
す
。

定
時
登
録
と
選
挙
時
登
録

登
録
基
準
日
に
は
、
毎
年
9
月

1
日
の
定
時
登
録
に
よ
る
も
の
と

選
挙
が
行
わ
れ
る
際
の
選
挙
時
登

録
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

定
時
登
録
に
お
け
る
登
録
者
は
、

な
ん
て
い
わ
な
い
(
最
上
一
平
)
、

カ
エ
ル
の
カ
l
タ
大
か

つ
や
く

(三
好
庸
太
)
、
き
ょ
う
り
ゅ
う
が

図
書
館
に
や

っ
て
き
た
(
ア
ン
・

フ
ォ
l
サ
イ
ス
)
、
四
年
一
組
わ

ら
っ
た
ア
カ
ン
ベ
エ
(
北
村
け
ん

じ

て

て

っ
ち
ゃ
ん
て
へ
ん
な
子

だ
け
ど
:
・
(高
山
栄
子
)
、
よ
も

ぎ
ば
あ
ち
ゃ
ん
(
長
崎
源
之
助
)、

恐
竜
の
足
あ
と
を
追
え
(
松
川
正

樹
)
、
ア
リ
に
知
恵
は
あ
る
か
(
石

井
象
二
郎
)
、

あ
り
が
と
う
を
い
っ

ぱ
い
(
宮
川
ひ
ろ
)
、
け
が
し
た

フ
ラ
ン
ツ
ご
ち
そ
う
た
べ
た
(
ネ

9
月
1
日
現
在
引
き
続
き
大
村
市

に
居
住
さ
れ
、

3
か
月
前
の

6
月

1
日
以
前
に
転
入
の
届
け
出
を
さ

れ
た
人
な
ら
び
に
9
月
2
日
ま
で

に
満
初
歳
に
な
ら
れ
る
人
と
な
り

ま
す
。
今
年
執
行
さ
れ
る
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
き
ま
し
て
も
、
選

挙
時
登
録
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の

際
の
登
録
基
準
日
は
選
挙
公
示
日

の
前
日
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
選
挙
管
理
委
員
会

(
宮
⑬
4
1
1
1
内
線
3
4
0
)

。。

みんなで守ろう三ない運動。

ぱ噴 きす
~*めないø öfttn~苦l(\

ス
ト
リ
ン
ガ
l
)
、

古
す
の
ズ
ッ

コ

ケ
修
学
旅
行
(
那
須
正
幹
)
、
七

人
の
い
ろ
い
ろ
な
魔
法
使
い
(
タ

カ
シ
ト
シ
コ
)
、
泥
棒
と
よ
ば
れ

て

(
J
・ニ
1
ド
ル
)
、
遥
か
な

ト
ナ
カ
イ
の
国
(
清
水
道
尾
)
、

ウ
エ
ル
カ
ム
/
ス
カ
イ
ブ
ル
l

へ

(
中
田
ょ
う
子
)
、
麦
原
博
士
の
犬

語
辞
典
(
原
田
京
子
)
、
江
の
川

(
村
尾
靖
子
)
、
バ

l
パ
ラ
へ
の
手

紙
(
レ
オ
・

メ
ー
タ
ー
)
、
毛
皮

ひ
め
(
シ
ャ
l
ロ
ッ
ト
・
ハ

ッ
ク)、

み
み
を
す
ま
す
(
谷
川
俊
太
郎
)

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館



確
も定
ワ由

主舎
zは
で、
す
か

所得税・贈与税は3月16日まで-
平
成
3
年
分
の
所
得
税
・
贈
与

税
の
確
定
申
告
お
よ
び
納
付
は
、

3
月
日
日
刊
ま
で
で
す
。

産

課税台帳の縦覧は

3月2日から

資
.... 
厄

広報おおむら平成4年 3月号

固
平
成
4
年
度
の
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

消費税は3月31日まで

-
個
人
事
業
者
の
平
成
3
年
分
の

消
費
税
の
確
定
申
告
お
よ
び
納
付

は、

3
月
担
白
川
W

ま
で
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

申
告
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
2
、第
4
土
曜
日

(
3

月
比
日
、
お
日
)
は
休
み
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
税
理
士
の

資
格
を
持
た
な
い
、
い
わ
ゆ
る
仰
に

せ
税
理
士
H

が
横
行
し
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
課
税
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
価
格
な
ど
に
不
服
が
あ
る

場
合
は
、

3
月
紅
白
川
W

ま
で
に
異

議
の
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

期
間

3
月
2
日
側

1
お
日
何

時
間

午
前
8
時
鈎
分
j
午
後
5

時※
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
土
曜
日

の
午
後
を
除
き
ま
す
。

場

所

税

務

課

※
本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書

が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

大
村
公
園
整
備
事
業
ヘ

多額の浄財寄付ありがとうございました。

文化基金へ

視聴覚ライブラリー

市民映画会

松本市長に寄付金を手渡す今川忠義さ
ん(右から 2人目)と佐藤達夫さん

大村商工会議所観光部会の今川

忠義、佐藤達夫両副部会長は 1月

16日、松本市長を訪れ「大村公園

整備事業」に役立ててほしいと、

62年に行われた女子プロレスの益

金118万6.752円を寄付されました。

今里和夫さん
(乾馬場町)

今里和夫さんは 1月16日市役

所を訪れ、「文化基金」へ役立て

てくださいと、 (故)妻 ・マスエさ

んの香典返しとして 100万円を

寄付されました。

社
会
福
祉
基
金
の
一
助
に

大村湾浄化事業
の一助に

福田正英さん
(日泊町)

松
本
市
長
に
寄
付
金
を
手

渡
す
柴
田
支
庖
長
(
右
)

福田正英さんは 1月13日、

市役所を訪れ社会福祉基金に役

立ててくださいと、 (故)母 ・イセ

さんの香典返しとして50万円を

寄付されました。

三菱商事(槻長崎支庖(柴田文

雄支庖長)は 1月20日、市役所

を訪れ、大村湾の浄化事業に役

立ててくださいと「大村湾をき

れいにする会」へ 100万円を寄

イ寸されました。

3月14日(封午後2時......3時
西大村コミセン 入場無料

〔題名〕

・ミッキーマウスと魔法の帽子
(アニメーション10分)

・クオレ物語「炭屋の子べ、ツ気
(アニメーション25分)

・しあわせの王子
(アニメーション19分)

木下肥訳によるお、奈Z 
ジエイコブス

おじさんの 都8事主
イギリス民話

λ“ 問い 場所3分時0 時日 55 も 11 

午時? 11 1 

- 9 -
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町

ハ
サ
ミ
の
奉
仕
引
年

1
理
容
奉
仕

l

回
JII 

亨
さ
ん

(
M歳
・
本

LZ 
イ喜 υ
トびは
2も
Z大
iき
11 い

上
谷
公
仁
子
さ
ん

(お
歳
・
竹
松
本
町
)

広報おおむら平成4年 3月号

鈴木さん家族(黒木町)

なかよし家族

右
か
ら
、
千
代
子
さ
ん
側
、
武
徳
さ
ん
側
、
貴
志
く
ん
制
、

美
香
ち

ゃ
ん
問
、
正
徳
さ
ん
側
、
美
代
子
さ
ん
叩

「
知
ら
ぬ
間
に
訂
年
が
た
つ
て

い
ま
し
た
」
と
淡
々
と
話
す
田
川

さ
ん
の
横
顔
に
、
奉
仕
活
動
へ
の

意
気
を
垣
間
み
た
思
い
が
し
ま
す
。

小
さ
な
親
切
運
動
が
全
国
的
に

広
ま

っ
た
昭
和
お
年
、

当
時
理
容

業
を
営
む
田
川
さ
ん
ら
3
人
も
、

「
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
を
バ
リ
カ
ン
と
ハ
サ
ミ
で
元
気

づ
け
よ
う
」
と
始
め
た
理
容
奉
仕

活
動
、
現
在
、
福
親
会
と
し
て

9

人
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
全
員
で
月
1
回
、
休
み
を

利
用
し
て
「
大
村
子
供
の
家
」
を

訪
問
、
子
供
た
ち
の
話
し
相
手
や

相
談
相
手
に
な
り
な
が
ら
ハ
サ
ミ

を
動
か
し
て
い
る
。
今
で
は
こ
の

「
本
物

(生
花
)
に
は
な
い
作
品

を
求
め
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
す

上
谷
さ
ん
は
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
の
ア
l
ト
フ
ラ
ワ
ー
講
座
に
魅

せ
ら
れ
て
い
る
お
一
人
口

今
は
ブ
l
ケ
な
ど
を
中
心
に
作

っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
布
切
り
、

染
色
、
コ
テ
、
そ
し
て
ワ
イ
ヤ
ー

を
使

つ
て
の
組
み
立
て
は
、
手
作

業
だ
け
に
手
間
は
か
か
る
が
、
作

品
が
出
来
上
が

っ
た
と
き
の
喜
び

も
大
き
い
と
の
こ
と
。

今
で
は
、
仕
事
を
終
え
ホ
l
ム

に
来
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
に
な

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
会
員
は
約
叩
人
、
明
る

く
親
切
な
中
瀬
先
生
の
指
導
で、

活
動
は
生
活
の

一
部
で
あ
り
、
子

供
た
ち
と
の
出
会
い
が
楽
し
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

と
き
に
は
便
り
が
き
た
り
、
帰
郷

し
て
き
た
子
供
が
尋
ね
て
来
る
こ

と
も
あ
る
と
か
。

こ
の
福
親
会
に
、
先
般
、

読
売

光
と
愛
の
事
業
団
よ
り
訂
年
間
の

労
を
ね
ぎ
ら
つ
た
「
福
祉
活
動
奨

励
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

田
川
さ
ん
は
、
「
大
げ
さ
な
奉

仕
で
は
な
い
が
、
施
設
の
受
入
れ

態
勢
が
良
か

っ
た
か
ら
今
日
ま
で

続
け
て
こ
れ
た
、
今
後
も
、
後
継

者
育
成
を
図
り
な
が
ら
奉
仕
活
動

を
続
け
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

月
3
回
に
ぎ
や
か
に
、
楽
し
く
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
そ
う
だ
。

ホ
ー
ム
で
は
、
ほ
か
に
着
物
着

付
、
茶
道
、
華
道
、
料
理
、
紙
粘

土
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
バ
ン
ド
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
日
本
拳
法
の
ほ

か
英
会
話
教
室
も
聞
か
れ
て
お
り
、

青
少
年
が
互
い
に
交
流
を
深
め
な

が
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

来
る

3
月
8
日
は
ホ
l
ム
ま
つ

り
が
催
さ
れ
、
作
品
展
示
や
実
演

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
口
上
谷
さ
ん

も
、
ホ
l
ム
ま
つ
り
に
向
け
作
品

の
製
作
に
打
ち
込
ん
で
お
ら
れ
ま

す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
ご
来
場

を
、
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

にんじんく5ぶ
「
に
ん
じ
ん
く
ら
ぶ
」
と
は
、

無
農
薬
・
有
機
農
業
で
作
ら
れ
た

野
菜
を
直
接
、
畑
か
ら
各
家
庭
の

台
所
へ
届
け
て
い
た
だ
く
「提
携
」

と
い
う
流
通
シ
ス
テ
ム
を
と
っ
て

い
る
消
費
者
グ
ル
ー
プ
で
す
。

私
た
ち
が
直
接
手
を
結
ん
で
い

る
生
産
者
は
、
農
薬
を
使
用
し
な

い
で
農
業
を
す
る
こ
と
の
む
ず
か

し
い
今
、

「自
分
た
ち
の
体
を
守

り
た
い
」
と
い
う
事
か
ら
の
出
発

で
作
り
初
め
て
叩
年
目
を
迎
え
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

土
も
地
力
が
つ
き
、
お
い
し
く

て
生
命
力
の
あ
る
野
菜
が
届
く
よ

春
の
お
と
ず
れ

ス
ズ
ラ
ン
寄
贈

こちら自由席

手
前
が
三
十
七
士
の
碑

の
が
旧
円
融
寺
庭
園

任期
大村藩を動かした三十七士

奥
に
見
え
る

と
き 三
、十

大七
村士
藩と
をは
尊之、
王2明
倒幻台
幕'f:維
運新
動の

に
導
く
原
動
力
と
な
っ
た
人
た
ち

の
こ
と
で
す
。

- 10-

う
に
な
り
ま
し
た
。
庖
で
は
お
目

に
か
か
れ
な
い
珍
し
い
野
菜
な
ど

も
あ
り
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

も
増
え
、
届
け
ら
れ
た
野
菜
で
ど

ん
な
料
理
を
作
ろ
う
か
と
い
う
楽

し
さ
も
加
わ

っ
て
、
自
然
の
リ
ズ

ム
が
生
ま
れ
ま
す
。

生
産
者
、
そ
し
て
先
輩
消
費
者

の
努
力
の
積
み
重
ね
を
土
台
と
し
、

大
村
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
る
よ
う
に
と
、
ス
タ
ー

ト
し
て

4
年
目
、
現
在
会
員
白
人

毎
週
木
曜
日
、
ダ
ン
ボ
ー
ル

に
旬

の
野
菜
が
叩
種
類
ほ
ど
入

っ
て
届

け
ら
れ
ま
す
。
野
菜
を
通
し
て
、

地
球
が
見
え
る
消
費
者
グ
ル
ー
プ

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん

一
緒
に
自
然
の
リ
ズ
ム

で
生
き
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

前
田
(
宮
⑫

5
6
3
6
)

唖

市役所市民課窓口などで、ほのかな香りを

漂わせているスズランが、訪れる人をなごま

せています。

九州電力が、毎年各施設などに贈られてい

るもので、 2月7日、同大村営業所(佐藤所

長) よ り市役所・老人福祉センターへ贈られ

ました。

やさしくほほえみかけるスズラン、春の訪

れを感じさせてくれます。

松
林
飯
山
、
渡
辺
昇
を
中
心
に

幻
人
の
同
志
が
集
ま
り
、
運
動
を

す
す
め
ま
し
た
。

つ
い
に
藩
論
が
尊
王
に
統

一
さ

れ
、
兵
制
の
改
革
、
長
州
征
伐
の

中
止
、
江
戸
参
勤
の
中
止
、
薩
長

と
の
提
携
な
ど
を
計
画
し
た
り
、

成
辰
戦
争
へ
の
倒
幕
軍
の
派
遣
な

ど
、
尊
王
倒
幕
の
運
動
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
、
旧
円
融
寺
庭
園
の

一
角

に
幻
人
の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
に
は
、
成
辰
戦
争
戦
没

者
の
慰
霊
碑
お
基
も
あ
り
ま
す
。

旧
円
融
寺
庭
園
は
、
江
戸
時
代

初
期
に
造
ら
れ
た
九
州
地
方
屈
指

の
庭
園
で
す
。

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、

庭
園
も
緑
を
増
し
一
段
と
美
し
く
一

な
り
ま
す
。
散
歩
が
て
ら
足
を
運
日

ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

一
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長崎県身体障害者

体育大

出場者ぼしゅう

A
Q
E
 

重
度
心
身
障
害
児
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

で/

支
給
対
象
者
・

5
月
5
日
現
在
、
市
内

に
引
き
続
き

1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
る
重
度
心
身
障
害
児
と
同
居
し
て

介
護
し
て
い
る
保
護
者

-
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
交
付
を

受
け
て
い
る
重
度
の
身
体
障
害
児

-
児
童
相
談
所
ま
た
は
、
精
神
薄
弱
者
更

正
相
談
所
が
判
定
し
た
重
度
の
精
神
薄
弱

児

-
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
重
度
心
身
障
害
児

見
舞
金
額

1
万
円

申
込
期
間

4
月
1
日
側
1
日
日
嗣

必
要
な
も
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
以
外
の
も
の
)
、
印
鑑
ほ
か

申
請
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線

1
5
3
)

祝小
金・
中
を幽
支宇
他校
?入
ν 単品
ま宇
壇
すー児

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
機
能
の
回
復
と

体
力
の
維
持
増
強
を
図
り
、
自
ら
の
障
害

を
克
服
し
て
生
き
て
い
く
能
力
を
育
て
よ

う
と
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

5
月
M
日
間
、
午
前
9
時
日
分

種
目

陸
上

・
ア
ー
チ

ェ
リ
ー

・
卓
球

・

盲
人
卓
球
・
水
泳

参
加
資
格

県
内
に
居
住
す
る
日
歳
以
上

の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
人

申
込
期
限

3
月
2
日
刊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

係

祝
金
の
額

3
、0
0
0
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

係
(
内
線

1
5
3
)

対
象
と
な
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
い
な
い
児
童

-
父
母
が
い
な
く
て
、
父
母
以
外
の
人
に

養
育
さ
れ
て
い
る
児
童

支
給
要
件

4
月
1
日
現
在
で
、
市
内
に

引
き
続
き
3
か
月
以
上
住
所
を
有
し
、
小

学
校

・
中
学
校
に
入
学
す
る
児
童

申
請
期
間

3
月
日
日
側
1
訂
日

ω

申
請
に
必
要
な
も
の
預
金
通
帳
(
保
護

者
名
義
の
も
の
。
郵
便
局
を
除
く
)
、
印
鑑

ヰ
晶
、

-旬、カ

お皆様 し土立国
願 ま曜

い空 す日長央病院崎中
しJ:m ./の
ま理 タ来トす解
o 

ごは

望z f診木 は
一一一ノ

健康子レホレサービス
ft23-4646または0958-26-5511

月 甲状腺の病気 (ホルモンシリ ーズ)

月3 ~ お年寄りの指先の変形

の 水 学校健診

ア 木 ヘッドフォン難聴

マ ノヨヘz 8020運動 -80歳で20本の歯を残そう-
土-日 閉経後の性生活

Q 

，" 

福
祉
課
福
祉

¥¥ 

純
一
一
仰
の
学
童
保
育
入
所
児
童

身
体
障
害
者
の

自
動
車
操
作
訓
練
を
行
い
ま
す

ー
申
し
込
み
お
よ
び
説
明
会

1

時
間
各
ク
ラ
ブ
と
も
午
前
日
時
1
日
時

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

・
と
ま
と
ク
ラ
ブ
(
宮
⑬

6
4
3
8
)

・
あ
さ
ひ

っ
こ
ク
ラ
ブ
(
宮
⑪

6
2
9
0
)

・
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
(宮
⑫

3
3
3
9
)

・
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
(
宮
⑮

1
5
8
2
)

・
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ

(宮
⑬

2
8
6
0
)

3
月
8
日
同

・
大
村
幼
稚
園
内
(
と
ま
と
ク
ラ
ブ
)

-
旭
が
丘
学
童
保
育
(
あ
さ
ひ
っ
こ
ク
ラ

ブ
)
3
月
日
日
同

・
中
央
幼
稚
園
内
(
さ
く
ら
ん
ぼ
ク
ラ
ブ
)

・
富
の
原
学
童
保
育
(
く
さ
ぶ
え
ク
ラ
ブ
)

・
竹
松
幼
稚
園
内

(
に
ん
じ
ん
ク
ラ
ブ
)

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
、
社
会
活
動
の
促
進
を
図
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
1
1
4
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

ω歳

未
満
の
人

訓
練
予
定
人
員
百
人

申
込
期
限

3
月
幻
日
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線

1
5
7
)

ι 



広報おおむら平成4年3月号

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

医
事
ホ
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

健
康
管
理
じ
役
立
て
て
く
だ
さ
い

元気力ずなにより
(昨年の交通安全ゲートボール大会よ り)

思

老
人
の
皆
さ
ん
が
、
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
ら
れ
た
と
き
に
支
払
っ
て
お
ら
れ

る
、
医
療
費
の
総
額
が
い
く
ら
だ
っ
た
の

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
?

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
診
療
で
か
か
っ
た

医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
の
が
医

療
費
通
知
で
す
。

可高協組ノ大商応万同円口3 、V 
1万千同円5 6 r d 7 U 7 
、立崎央病職有志国長中院員， 
1Z敬称月在略H 2 4 見
たざまし

があとヲり

噴害義援災金火
仙号普岳賢圭

今
回
は
、
日
月
分
を
3
月
上
旬
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
、
老
人
保
健
事
業
の
健
全

な
運
営
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
皆
さ
ん

に
は
、

3
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係

戦
没
者
の

遺
族
の
皆
さ
ん
へ

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
(
戦
没
者
死
亡
当

時
の
三
親
等
内
の
親
族
)
で
、
次
の
要
件

を
満
た
す
人
に
特
別
弔
慰
金
(
額
面
目
万

円
の
国
債
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
昭
和

ω年
4
月
1
H
l平
成
元
年
3
月

白
日
の
聞
に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金

な
ど
の
受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い
な
く
な

っ
た
人
。

②
昭
和

ω年
4
月
2
日
1
平
成
元
年
4
月

1
日
の
聞
に
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人
。

申
請
期
限

6
月
幻
日
出

申
込
先
福
祉
課

※
請
求
手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、

早
目
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

毎日が 小型漁船をお持ちの皆さんへ

漁船登録を受けていても

検査が必要ですfア申11
① 海岸から12海里を超える海域で漁業をした

り、ある いは航行する場合。

②友人、知人または一般の客を乗せて、遊漁

やレジャーなどに使用する場合。

③ 貨物の運送、あるいは作業に使用する場合。

などについては、船舶安全法に基づく検査

を受けることが必要です。

詳しいことは、日本小型船舶検査機構長

崎支部(多良見町 宮 0957-43-5090)にお

尋ねくださし」

火災が発生しやすい時期を迎えま

す O 人ひとりが充分注意しま

しょう車両火災および林野火

災の予防運動も併せて行います)

春の火災予防運動
3月1日---7日

(重点目標)

住宅、庖舗、旅館、ホテル、社会福祉施設、病院などに対す

る防火安全対策の徹底。

地域における防火対策、乾燥時および強風時の火災発生防止

対策などの推進。

(15 

「消防の時開設定」

期間中、午後8時を 「消防の時間」 と定め 1分間サイレンを

鳴らします。もう一度火の元を点検しましょう O

また、 3月 1日(日)、午前 8時に、消防演習招集サイレン

秒-6秒休止 15秒)を鳴らします。

ワつのポイント

① 寝たばこやたば‘この投げ捨てをしなし、。

② 子供には、マッチやライターで遊ばせ

ない。

③ 風の強いときは、たき火をしなし ¥0

④ 天ぷらを揚げる ときは、その場をはな

れない。

⑤家の周りに燃えやすいものを置かない。

⑥ふろの空だきをしない。

⑦ ストーブには、燃えやすいものを近づ

けない。

-13 
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窃市
姐職
さき員
せ@
レ鎗
ま与
す怠
と
を

本
市
に
は
、
平
成

3
年

4
月
1
日
現
在
で

9
4
8人
の
職

員
が
在
職
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事
業

2
5
3人、

ボ
ー
ト
事
業
犯
人
、
下
水
道
事
業
叩
人
な
ど
、
特
殊
な
事
業

に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
規

模
の
都
市
に
比
べ
て
職
員
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

給
与
の
し
く
み

学ま通
歴給れ勤給
料 ま 手与
経はす 当 に
験初 。 、は

年任住
数給 居給
に基 手料
よ準 当と
りに な扶;
算基 ど養
定づ が手
しき 含当

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
行

政
職
、
教
育
職
、
医
療
職
八円
、

ω、

同
の
五
種
類
が
あ
り
ま
す
)
に
よ

り
決
定
さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
は
、
大
別
し
て
定
期
昇
給
と

給
与
改
定
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期

昇
給
は
、
1
年
間
良
好
な
成
績
で

勤
務
し
た
実
証
に
基
づ
き
1
号
給

上
位
へ
上
が
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は、

一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て

の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
で
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ

っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し
て

実
施
さ
れ
る
、
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
う
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

を
給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。

人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 | 住民 基 本台帳人口

平 成 3年 3月 31日現在
72.875人

)
 
1
 
(
 

% 

人件費率(号)

19.2 

人件費 (B)
千円

4.148.309 
即日

出

6つω

歳

年度平 成 2

1人当り (B¥ 
給与費 ¥A)

千円

費
十
特
有

9

一勉
一

羽

一勤
一

4

;

一

!

?末
一

位

三期

与
十

給

職員手当

千円

335.194 

(B) 
千円

3.195.943 

計料

千円

1. 936.280 

キ合

(2)職員給与の状況 (普通会計予算)

職員数 (A)

552人

分

年度

区

平成 3

(4)職員の初任給の状況
(平成3年4月 1日現在)

区 分
骨支 行 政 職

初 任 事合 採用2年経過日給料月額|
円 円

大 寸~ー ー対「て 143.100 157.200 

円 円
E田吉1 校 卒 117.300 125.600 

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
(平成3年 4月1日現在)

般行

平均給料月額

283.600 
歳

齢

職

均年

39.5 

政
↑平

(5)職員の経験年数別・学歴平均給料月額の状況
区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

円 円 円

大 学 卒 218.800 270.000 321.900 

一般行政職
円 円 円

高校卒 176.400 218.800 270.000 

表

説

明

の

円

-
表
川
j
表
制
に
つ
い
て

財
政
的
な
面
か
ら
職
員
の
給
与

を
み
た
も
の
で
、

2
年
度
決
算
で

の
普
通
会
計
に
お
い
て
人
件
費
が

歳
出
に
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も

の
が
表
山
で
、
人
件
費
に
は
特
別

職
の
報
酬
や
共
済
組
合
の
事
業
主

負
担
金
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
仰
は
、

3
年
度
予
算
か
ら
見

- 14-

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

-
表
制
j
表
閣
に
つ
い
て

職
員
の
平
均
給
料
と
初
任
給
の

状
況
を
示
し
た
も
の
で
、
市
に
は

幼
稚
園
の
教
員
、
病
院
の
医
師、

看
護
婦
な
ど
の
職
員
が

い
ま
す
が、

そ
の
中
で

一
番
多
く
の
職
員
が
受

け
て
い

る一

般
行
政
職
に

つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

表
閣
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

-
表
叫
に
つ
い
て

一
般
行
政
職
の
職
員
を
給
料
表

上
の
級
別
に
み
た
も
の
で
す
。

級
別
区
分
は
、
部
長
は

8
級、

課
長
は

8
1
7
級
、
課
長
補
佐
は

6
級
、
係
長
は

6
1
5
級、

主
査

は
6
1
4
級
、
吏
員
は

3
1
2
級
、

事
務
員
・
技
術
員
は
2
1
1
級
と

な
っ
て
い
ま
す
。



広報おおむら 平成4年 3月号

-
表
聞
に
つ
い
て

期
末
勤
勉
手
当
は
、

一
般
に
ボ

ー
ナ
ス
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す
。退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に

一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ

っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

-
表
怖
に
つ
い
て

市
長
な
ど
三
役
の
給
料
お
よ
び

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
示
し
た
も

の
で
す
が
、
こ
の
報
酬
な
ど
は
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
の
代
表
者

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い

て
、
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
、

平
成
3
年
1
月
1
日
か
ら
改
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

{
注
}
表
倒
、
川
市
、
倒
、

川町
は
平

成
3
年
の
給
与
実
態
調
査

に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。三城保育所の子どもたち

(6)行政職の級別職員数の状況 (平成3年4月1日現在)

区 分 8 級 7 級 6 級 5 級 4 級 3 級 2 級 I 級 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人

職 員 数 23 24 174 95 41 68 24 17 466 

% % % % % % % % % 

構 成 上ヒ 4.9 5.2 37.3 20.4 8.8 14.6 5.2 3.6 100.0 

(7)職員手当の状況

期末・勤勉 手 当 退 職 手 当

( 3年度支給率) ( 4年度支給率)

期末手当 勤勉手当 自己の都合による退職 定年による退職

6月期 1.6月分 0.6月分

12月期 2.1月分 0.6月分 勤 続 20年 21月分 34.65月分

3月期 0.55月分 勤 続 25年 28.375月分 44.55月分

計 4.25月分 1.2月分
勤続 35年 48.125月分 63.525月分

職務上の段階、職務の

級等による加算措置 有 最高限度額 60月分 63.525月分

(8)特別職の報酬等の状況
区 分 市 長 助 役 収入役 議 長 副議長 議 員

円 円 円 円 円 円

報 酬 等 765.000 634，000 558，000 400，000 338，000 323.000 

期 末手当 ( 3年度支給割合) 6月期1.6月分 12月期 2.1月分 3月期 0.55月分 計 4.25月分

屋
外
広
告
物
掲
出
の
前
に
相
談
を
/

県
で
は
、
違
反
広
告
物
に
対
す

る
指
導
強
化
を
行
う
と
と
も
に
広

く
県
民
の
皆
さ
ん
に
屋
外
広
告
物

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、

3
月
間
日
か
ら
お
日
ま

で
の
問
、
屋
外
広
告
物
指
導
強
調

旬
聞
を
実
施
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
次
の
点
に
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

。
禁
止
物
件
に
掲
出
し

て
い
ま
せ
ん
か
?

街
路
樹
、
電
柱
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
、
街
路
柱
な
ど
に
は
、
は
り
紙
、

は
り
札
、
立
看
板
を
掲
出
で
き
ま

せ
ん
。

。
道
路
上
に
掲
出
し
て

い
ま
せ
ん
か
?

道
路
上
に
は
、
道
路
法
と
道
路

協S

総ぷ二斗ごま史認

交
通
法
に
よ
り
道
路
の
維
持
管
理
、

交
通
保
安
の
た
め
掲
出
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

。
掲
出
の
前
に
相
談
を
/

広
告
物
の
掲
出
を
す
る
と
き
は
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
条
例
の
規
制

を
受
け
ま
す
の
で
、
諌
早
土
木
事

務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

許しません色い粉グ
=麻薬・覚せい剤などの

密輸防止にご協力を=

「おや!?Jと思ったら、どんなことでも

税関密輸110番ヘ

ft 0958-23-0965 
長崎税関(長崎市出島町1----36) 



平
成

4
年
度

建
設
工
事
な
ど
の

指
名
願
の
申
請
を

平
成
4
年
度
に
市
が
行
う
建
設

工
事
や
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に

参
r
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
次
の

と
お
り
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件

①
建
設
工
事
:
建
設
業
の

許
可
を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の

審
査
を
受
け
て
い
る
人

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
・
:
営
業
に
関
し
、
法
律
上
必

要
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
期
間

3
月
2
日
側
1
紅
白

川
W申
請
書
類

建
設
省
統

一
様
式
ほ

理 申か
係請

内間
線し、
A. 
2 ロ
わ3 せO 
主立
国

財
謀
臣と

図
書
館
・
史
料
館

休
館
し
ま
す

図
書

・
資
料
の
整
理
、
点
検
、

カ
l
ド
目
録
の
整
備
な
ど
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

期
間

3
月
4
日
嗣
l
U
日
制

な
お
、

3
月
3
日
附
ま
で
通
常

ど
お
り
図
書
の
貸
し
出
し
は
行
い

ま
す
。

九両市民主瓦7
;第ワ固定期演奏会 ; 

; 日時 3月26日(木
j 午後 2 時~4 時 j 

:場所 長崎インターナショナ i
L-Jレホテル 入場無引

3月7日(土)

午前10時~午後3時
場所市コミセン

主催大村生活学校

内容会員の作品展、チャリ

ティー即売会 (衣料品、食料

品、食品など)ほか

皆さん、おさそい合わせの

うえ、お出かけください。

日時

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
日
日
樹
、
午
後
1
時

初
分
場
所

市
役
所
第
1
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑

・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
係

(
内
線

1
2
6
・
1
2
7
)

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。

な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

.，. J.~ .J，汚〈

公民館ますり

zm
舞
台
発
表
の
部

3
月
刊
日
目

午
前
叩
時
j
午
後

5
時

内
容

民
踊
・
詩
吟
・
詩
舞

・
剣

舞

・
コ
ー
ラ
ス
・

日
舞

・
ア
l
ト

バ
レ
エ
・
健
康
体
操
・
大
正
琴
・

民
謡

・
謡
曲
・
レ
ク
ダ
ン
ス
ほ
か

画
展
示
発
表
の
部

3
月刊
ω日
制
j
包
日
目

午
前

9
時
j
午
後

4
時
叩
分

(
幻
日
日
は
午
後
3
時
ま
で
)

内
容

水
彩
画
・
油
絵
・
木
彫
・

コミセふ

サ9デーナイトコc，サート

3月21日出、 7時開演(午後

6時30分間場)

場所 市コミセン

入場無料

曲目 ふるさとの四季、フォスタ ー

名曲集より、日本の行情歌曲集より、

ほか 「みんなで歌おう」など楽しい

ステージです。

連絡・問い合わせ

市コミセン(宮 ⑪ 3161) 

大村混声合唱団

日時

中地区公民館を定例的に利用

している団イ本・グループが、日頃

の活動の成果を発表します。

多数お出かけくださし」

俳
句
・
書
・
木
目
込
人
形
・
フ
ラ

ン
ス
刺
し
ゅ
う
・
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
・
膝
手
芸
・
お
り
紙
・
手
あ

み

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

生
花

・
紙

ネ
ン
ド
人
形
・
写
真
・
和
裁
・
茶

花
・
ク
ラ
フ
ト
ほ
か

茶
会

1
展
示
期
間
の
3
日
間
(
茶

券
は
当
日
会
場
で
発
売
し
ま
す
)

着
物
看
的
実
演
:
初
日
l
n
日、

午
後
2
時
か
ら

己主水道部よ
b 
引っ越しなどぎれる場合IJ、必

ず水道部(消防署の隣)に、手続きを

してくださし¥

市水道部業務課料金係(宮 ⑬ 11 1 1) 

り

。
バ
ザ
l

う
ど
ん
・
カ
レ
1

・

ケ
l
キ

・
寿
し
・

自
然
食

・
コ
ー

ヒ
ー・

手
作
り
作
品
な
ど

。
ガ
レ
ー
ジ
セ
l
ル

3
月
初
日

側
、
9
時
却
分
か
ら
(
普
賢
岳
救

援
バ
ザ
l
)

場

所

い

づ
れ
も
中
地
区
公
民
館

- 16-

労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
各
種
免
許
試
験

、
平
成
4
年
度
上
期

(
4
月
1
9

月
)
の
試
験
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
。詳
し
く
は
、
九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー
(
久
留
米
包
0
9
4

2
⑬
3
3
8
1
)
ま
た
は
、

長
崎

県
労
働
基
準
協
会
(
宮

0
9
5
8

⑬
2
4
5
0
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

BV
 防

火
少
年
剣
道
大
会

主主場日
管催所時

3
月
1
日
間
、
午
前
9
時

市
民
体
育
館

大
村
市
危
険
物
安
全
協
会

大
村
消
防
署



た
め
の
銀
行
口
座

ナ
イ
タ
ー
抽
選
日

-
毎
月
5
日
ー
そ
の
月
の
同
日
1

月
末
ま
で
の
分

-
毎
月
初
日
H
H
翌
月
の

1
日
1
日

日
ま
で
の
分

※
抽
選
日
が
土
・
日
・
祭
日
の
と

き
は
、
次
の
平
常
日
が
抽
選
日

と
な
り
ま
す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
し

て
い
な
い
チ
l
ム
は
、
そ
の
時

の
抽
選
会
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間
(
時
間
厳
守
)

-
森
園
運
動
広
場

1
午
後
1
時

ナ
イ
タ
ー
利
用
の
た
め
の
登
録
・
補
助
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
2
時

が
な
い
と
、
ナ
イ
タ
ー
を
利
用
で
・
郡
中
グ
ラ
ン
ド

1
午
後
4
時

き

ま

せ

ん

。

抽

選

会

場

市

役

所

第

7
会
議
室

登
録
内
容
責
任
者
、
保
証
人
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
と
チ
l
ム
名
簿
、
雨
天
返
納
の
体
育
課
(
内
線

3
6
7
)

き垣事〉

補助・郡中グランド、森園運動広場

ナイター使用のチームは

広報おおむら平成4年 3月号

~二三ー~ζこ'-ーー主二三ーーーζこ三戸~戸~ー~戸~一《三ー~こ三戸~三戸~エー~戸ー〈三戸ー〈三戸~戸ー〈三戸~
~，，- ~，，- ..，，-~，，- ..，、"、 "、"、..，，-~，、"、 、 ~ ..- ..，、....-..、....-..、，、，、，、 ，、

さくらマラソン大会

@笥菰@両僅時潟ガ

褒ねり怠す 登録が必要です

=大村ロードレース大会と合併=

毎年、4月に開催していたさくらマラソン

大会は、今年より 、12月に開催しτいた大村
市陸上競技協会主催の大村口 ドレ ス大会

と一つにして11月下旬に盛大に開催します。

詳しくは広報おおむら10月号に掲載します。

問い合わせ体育課 (内線 367)

市
長
旗
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

予A".<サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち

が
好
プ
レ
l

・
珍
プ
レ
ー
を
発
揮

す
る
市
民
サ
ッ
カ
ー
の
日
で
す
。

期
日

4
月
5
日
間
・
ロ
日
間
z

場
所

大
村
工
業
高
校
グ
ラ
ン
ド

ほ
カ
資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
、
市

内
職
場
・
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム

5
、
0
0
0

円
(
保
険
料
含
む
)

申
込
期
限

3
月
比
日
出

監
督
会
議

3
月
打
日
例
、
午
後

7
時
よ
り
中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
サ

ッ
カ
ー
協
会
(
植
松
3
丁

目
6
7
3
2
⑫
6
7
8
2
柴
田
)

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
4
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
け
付
け
が
始
ま

っ

て
い
ま
す
。

子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
5

人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
保
険
で
万
一

の
け
が
や
賠
償
責
任
、
突
然
死
な

ど
の
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

掛
金

(
1
人
年
額
)

子
供
や
文
化
活
動
が
3
6
0
円、

一
般
は

1
、
1
0
0
円
(
老
人
ク
ラ

ブ
団
体
は

5
0
0
円
)

補
償事
故
に
よ
る
死
亡
・
後
遺
障
害

1
、
4
0
0
万
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団

体
は

4
0
0
万
円
)

入
院
1
日
に
つ
き
4
6
0
0
円

(老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
1
、
8
0
0

円
)
、
通
院
1
日
に
つ
き
1
、
3
0

0
円
(
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
8
0

0
円
)

賠
償
責
任

対
人
1
億
円
、
対
物
5
0
0
万

円
、
心
臓
麻
庫
な
ど
の
突
然
死
の

見
舞
金
1
0
0
万
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
長
崎
県
支

部

(

宮

0
9
5
8
⑧
3
0
2
4
)

※
加
入
申
込
書
は
体
育
課
・
市
民

体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

桜
ま
つ
り
市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会

イ
ン
デ
ィ
ア
力
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
市
民

の
親
善
友
好
、
健
康
づ
く
り
に
ど

う
ぞ
。

日
時

3
月
却
日
目

午

前

9
時

場
所
市
民
体
育
館
ほ
か

参
加
資
格
市
内
在
住
者
ま
た
は

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
人

種
目。
イ
ン
デ
ィ
ア
力

-
男
子
の
部
(
男
女
混
成
可
)

m
K
春
季
テ
ニ
ス
大
会

(
硬
式
)

期
日

3
月
8
日
目

※
予
備
日

3
月
日
日
目

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
ボ

ー
ト
場
横
)

種
目
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料

1
、
5
0
0
円

募
集
人
員
男

ω人
、
女
日
人

ソ
フ
ト
パ
レ

ボ

jレ

-
女
子
の
部

。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

-
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
1
1
チ
l
ム

6
1
8
人
。
1
家
族
の
老
夫
婦
、

夫
婦
、
小
学
生
以
下
の
子
供
、
ま

た
は
2
家
族
の
夫
婦
、
小
学
生
以

下
の
子
供
。
た
だ
し
編
成
困
難
な

場
合
は
近
隣
の
親
子
同
士
の
合
同

編
成
で
も
結
構
で
す
。

-
女
子
の
部

l
中
学
生
以
上
の
女

子
で
1
チ
l
ム
6
1
8
人
の
職
場
、

グ
ル

ー
プ
、
地
域
で
編
成
。

参
加
費

1
、0
0
0
円

申
込
締
切

3
月
四
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
(
内
線

3
6
7
)

申
込
締
め
切
り

3
月
3
日
側

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

申
込
先
市
テ
ニ
ス
協
会
・
広
滝

(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
1
1
2

⑬
7
6
8
6
)
 

弓

i



奨
学
生

(高
校
・
大
学
)

。
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

3
月
刊
日
側

1
5月

募
集
期
間

口
日
側

資
格

県
内
に

1
年
以
上
住
所
を

有
す
る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在

学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を
含
む
)

の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物

・
学

業
共
に
優
れ
て
い
る
人
口

貸
与
月
額
・

国
公
立
2
万
8
千
円

・
私

立

3
万
4
千
円

。
大
村
市
奨
学
生

3
月
日
日
側

1
4月

募
集
期
間

初
日
嗣

資
格

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

の
子
弟
で
、
高
校

・
国
立
高
専

・

大
学
に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定

者
を
含
む
)
の
人
の
う
ち
、
経
済

的
理
由
で
学
費
の
支
弁
が
困
難
で
、

か
っ
、
学
業
成
績
が
良
好
で
心
身

共
に
健
康
な
人
口

貸
与
月
額

1
万
円
(
高
校

・
高

専

・
大
学
と
も
)。

た
だ
し
高
校
、
高
専
に
つ
い
て

は
他
制
度
と
の
併
給
制
限
あ
り
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
教
育
委
員
会
庶
務
課

¥
集

//
大
村
国
際
交
流
協
会
設
立
記
念

f

募

韓
同
四
働
団
憾
側
議
瀦
夫
舗
健
舗
圏
中
崎
以
圏

募
集
人
員

初
人

旅
行
代
金

1
人
目
万
円

申
込
期
限

3
月
6
日
働

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

主
催

同
大
村
国
際
交
流
協
会
、

大
村
市

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

側
日
生
ツ
ー
リ
ス
ト

(宮
⑬

3

5
8
5
)
、
長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
側
(
宮
⑪

3
2
0
0
)

公
立
学
校
臨
時
的
任
用
教
員

事
務
職
員
な
ど

募
集
内
容

教
員
(
常
勤
講
師
・

非
常
勤
講
師
)
、
養
護
助
教
諭
、

栄
養
職
員
、
事
務
職
員
、
実
習
助

手
、
寮
母
、
船
員

※
事
務
職
員
、
実
習
助
手
、
寮
母
、

船
員
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
は

県
立
西
高
校

通
信
制
生
徒

働
き
な
が
ら
、
家
事
の
か
た
わ

ら、

自
宅
で
学
習
を
す
す
め
、

4

年
間
で
卒
業
で
き
ま
す
。

願
書
申
込
期
間

3
月
6
日
働
1

4
月
3
日
働

問
い
合
わ
せ

長
崎
西
高
通
信
制

(
長
崎
市
竹
の
久
保
町

宮
0
9
5

8
⑪
4
6
6
4
)
 

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

H

H

4

月コ
ー
ス
H
H

内

容

・

ア
l
ク
溶
接
特
別
教
育

・
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
(
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
初
級
)

・
自
動
車
整

備
入
門
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
入
門
・
高

齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
入
門
編
)

・
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ
ロ
入
門
(
一

太
郎
初
級
)
・
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
プ

ロ
基
礎
(
一
太
郎
中
級
)
・
コ
ボ
ル

不
要
で
す
。

応
募
方
法

県
教
職
員
課
ま
た
は

最
寄
り
の
教
育
事
務
所
お
よ
び
、

市
教
育
委
員
会
に
志
願
書
を
請
求

の
う
え
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

初
級
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(
リ
レ

ー
シ
ー
ケ
ン
ス
基
礎
)

・
2
級
建

築
士
受
験
準
備
講
習

申
込
期
間

3
月
2
日
側

1
初
日

働申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
諌

早
市
小
船
越
町
宮
⑫

2
7
2
1
)

琴平岳展望所の

蜜総c"tマ<1~'下、/ 完成予想図

県
立
北
松
高
等

職
業
訓
練
校
生

科
目

電
気
工
事
、
板
金
、
自
動

車
整
備
、
経
理
事
務

申
込
期
限

3
月
払
日
例
(
経
理

事
務
は
3
月
日
日

ω)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
立
北
松
高
等
職
業
訓
練
校
(
北

松
浦
郡
鹿
町
町

宮
0
9
5
6
⑮

3
1
4
5
)
 

健
康
ウ
オ
ー
ク
ク
ラ
ブ

例
会

毎
月
1
回
日
曜
日
、

1
1

2
時
間
コ

l
ス
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し

ま
す
。
(コ

l
ス
は
景
勝
地
を
選
び
、

初
級
者
と
中
級
者
に
分
け
て
歩
き

ま
す
)

会
費

年
2
、
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
島

(
宮
⑬

4
2
8
2
)

18 -

11 

事衛
陸

海
ワb

士
11 

自

官

資
格

児
歳

1
U歳
末
満
の
男
子

申
し
込
み

随
時

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
⑫

6
2
1
7
)
 

チ
ロ
リ
ア
ン
ク
ラ
ブ

初
心
者
大
歓
迎
/

会

費

・

正
会
員
(
登
山
す
る
人
)

.・
・月
7
0
0
円

・
準
会
員
(
山
歩
き
が
好
き
な
人
)

.・・年
3
、
0
0
0
円

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

平
山
(
宮
⑬

1
3
1
7
)

琴平岳展望所は、今春、 9ホールパタ ー

ゴルフ ・70m人工草スキー ・大型 コンビネ

ーション遊具 (忍者砦)が完成して再開し

ますが、それに伴ない愛称を募集 します。

愛称は、10字前後で付けてください。，

応募期限 3月10日ω(消印有効)

発表 広報おおむ ら5月号紙上などで発表

します。

賞品 採用者には 1年間無料招待券を進呈。

また、抽選で20人に 1回無料券進呈。

応募方法 ハガキに愛称・住所・氏名 ・年

齢・職業(学校名)・電話番号を記入のうえ、

ご応募くださし」

応募・問い合わせ 商工観光課



広報おおむら平成4年 3月号

( ) 

家
庭
園
芸
愛
好
会

会
員

盆
栽
、
庭
木
な
ど
の
手
入
れ
、

花
鉢
造
な
ど
。
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
1
・
第
3
火
曜

日
、
午
前
9
時
初
分
l
ロ
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

会
費

月
額
5
0
0
円
(
入
会
金

不
要
)

講
師

五
反
田
良
二
先
生

連
絡
先

天
野
(
宮
⑬

0
2
1
8
)

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

(
4

月
に
小
学
1
年
生

1
2年
生
に
な

る
人
)

募
集
人
員

叩
人

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
学
校

・
学
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先

市
コ
ミ
セ
ン
(
一Tm幸

町
お
j
お

宮
⑪

3
1
6
1
)

ご
寄
寸{
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
江
口
久
代
(
皆
同
町
)
叩
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
徳
田
ユ
キ
ノ
(
松
原
本
町
)
調

理
用
器
具
5
万
円
相
当

V
福
田
静
夫
(
野
岳
町
)
印
刷
機

日
万
円
相
当

黒
木
小
学
校
へ

V

一
瀬
美
津
子
(
上
諏
訪
町
)
紙

折
機
叩
万
円
相
当

萱
瀬
中
学
校
へ

V

一
瀬
美
津
子
(
上
諏
訪
町
)
図

書
5
万
円
相
当

社
会
福
祉
基
金
へ

V
小
漬
初
彦
(
杭
出
津
1
丁
目
)

日
万
円

V
吉
崎
良
人
(
陰
平
町
)
叩
万
円

V
松
崎
穣
(
今
村
町
)
5
万
円

V
穂
坂
喜
久
子
(
松
原
本
町
)
叩

万
円
V
演
口
晋
(
日
泊
町
)
刊
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
楠
本
寛
之
(
玖
島
2
丁
目
)
却

万
円
V
増
田
忍
(
西
大
村
本
町
)
5
万

円V
中
島
キ
ミ
エ
(
杭
出
津
2
丁
目
)

1
万
円

V
小
川
武
夫
(
宮
小
路
1
丁
目
)

日
万
円

V
長
安
寺
寒
行
団

1
5万
円

V
山
口
マ
ツ
エ
(
岩
松
町
)
2
万

円V
田
口
和
己
(
水
田
町
)

2
万
円

V
松
田
和
孝
(
古
町
2
丁
目
)
初

万
円
V
長
谷
川
光
(
東
三
城
町
)
5
万

円
。
一
般
寄
付

三
域
幼
稚
園
へ

V
三
城
幼
稚
園
P
T
A
I遊
具
お

よ
び
事
務
機
四
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松

一
・
末
長
辰
夫
・
田
尻
義
彦
)
理

容
奉
仕

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
園
芸
高
校
生
活
科

1
奉
仕

V
久
原
養
護
学
校

1
奉
仕

・
慰
問

国
際
交
流
事
業
へ

V
大
村
市
日
中
交
流
研
究
会

1
1

万
円
社
会
福
祉
基
金
へ

V
斉
藤
雅
子
(
杭
出
津
2
丁
目
)

1
万
円

光
と
緑
の
園
乳
児
院
へ

V
海
江
田
医
院
l
菓
子

V

コ
l
ル
あ
じ
さ
い

l
玩
具

V
黒
木
医
院
l
絵
本

V
光
陽
会
有
志
H
H
ブ
l
ツ

V
山
道
医
院
H
H
ケ
l
キ

V
寿
々
木
松
子
H
H
菓
子

V
園
芸
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
慰
問

.
壁
掛
け
・
布
絵
本

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

1
慰
問

V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

・

ク
ラ
ブ

1
慰
問

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
第
一
印
刷

1
ケ
l
キ

V
山
道
医
院

1
ケ
ー
キ

V
栗
鷹
物
産

1
ケ
l
キ

V

ア
ト
リ
エ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

l
ケ

ー
キ
V
山
本
千
代
美

1
ケ
l
キ

V
大
村
警
察
署
防
犯
課
H
H
も
ち

V
東
彼
杵
町
婦
人
会

l
も
ち

V
黒
木
医
院
H
H
図
書

V
寿
々
木
松
子
l
m
万
円

V
光
陽
会
有
志

1
慰
問
ほ
か

V
大
村
地
区
同
盟

1
1万
7
千
7

3
0
円

V

コ
l
ル
あ
じ
さ
い

l
慰
問

V
民
謡
協
会

l
慰
問

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

V
松
尾
昭
二

(
寿
古
町
)
1
万
円

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

長
崎
県
支
部
1
2
万
円

V
桝
本
医
院

1
1万
円

V
橋
口
整
形
外
科
医
院
l
m万
円

V
福
田
熊
夫
(
原
口
町
)
図
書
券

3
万
円
相
当

V
側
大
村
野
上

l
衣
類
日
万
円
相

当V
日
天
天
宮
敬
神
婦
人
会
H
H
ま
ん
じ

ゅ、っ
V
黒
木
医
院
H
H
図
書
5
万
円
相
当

V
十
人
会
H
H
野
菜

V
九
州
電
力
労
組
青
年
部

1
も
ち

つ
き
慰
問
ほ
か

V
林
田
佐
重
喜

(
荒
瀬
町
)
ケ
ー

キV
山
道
医
院
H
H
ケ
l
キ

V
佐
々
木
良
一
(
富
の
原
2
丁
目
)

1
万
円

V
山
口
利
園
(
松
並
2
丁
目
)
1

万
円
V
第

一
印
刷

l
ケ
l
キ

V
大
村
地
区
同
盟

1
1万
7
千
7

3
3
円

泉
の
里
へ

V
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会

1
2
万
円

V
徳
山
秀
樹
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

一
式

V
光
と
緑
の
園
H
H
慰
問

V
小
佐
古
子
供
会

l
慰
問
・
も
ち

V
大
川
田
老
人
会

l
奉
仕

V
嶋
原
博
道
(
宮
小
路
3
丁
目
)

ざ
ほ
ん

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
リ
奉
仕

V
小
浦
時
雄
(
木
場
1
丁
目
)

5

万
円
V
立
正
佼
成
会
H
H
供
養

V
原
マ
ツ
ヨ
(
野
母
崎
町
)
3
万

円V
山
田
鶴
太
郎
(
松
原
2
丁
目
)

5
万
円

V
松
尾
末
男
(
武
留
路
町
)
も
ち

米V
西
九
州
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ー

慰
問
V
大
相
撲
関
取

1
慰
問

V
岩
永
五
郎
(
玖
島
2
丁
目
)
古

着V
日
本
た
ば
こ
産
業
側
H
H
た
ば
こ

V
大
村
部
隊
音
楽
隊
H
H
慰
問

V
片
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康カレジター5月の
1日 当番医 17日

乳幼児健康相談鈴田出張所 ⑧ 9: 30~ 11: 00 
(内)吉田内科クリニ ック 本 町宮 ⑫ 1177 (火)(B) (眼)みね眼科 東 本 町宮 ⑭ 3011

18日
安産教室 ~ラマーズ法を練習しまし ょう~ (水)

妊婦教室(3)中地区公民館 9 : 30~13 : 30 

2日 市役所 ⑧9 : OO~ 9 : 30 

(月)
⑧母子健康手帳、 ズボン 3歳児健康診査大村保健所
一般健康相談市役所 13 :00~16:00 ⑧ 9 : 30~10 : 00、 13 : 00~13 : 30 
⑩血圧測定 ・みそ汁の塩分濃度測定ほか 19日 ⑧昭和63年 9 月生まれ (63年 3 月 ~ 8 月生まれで 、

(木) まだ受けていない人も受診してく ださい)

3日 ⑨母子健康手帳、問診票

(火)
乳幼児健康相談福重出張所 ⑧13: 30~ 15 : 00 定期巡回献血市役所 9 : 30~ 12 : 00 

20日 当番医
4日 (金祝)

(内・呼)おおつか内科医院西三城町宮 ⑬ 8080

(水)
妊婦教室(1) 中地区公民館 13 : OO~ 16 : 00 (外・内)牧山医院 宮小路2丁目 宮 ⑮ 7831

21日
6日 (土)

耳とことばの相談福祉センター 13 : 00~15 : 00 
成人の健康相談福祉センタ ー 1 3 :00~ 1 5 :00 

(宣言 ⑩40歳以上⑩血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
22日 当番医

当番医 (日)
(内)川本内科医院 久原 1丁目宮 ⑭ 5675

8日 (内・呼)ともなが内科クリニッ出ク
(外・内)佐藤外科医院杭出津2丁目 E ⑫ 3070 

(日) 杭 津2丁目 E⑭5000 23日
(眼)計屋眼科医院 古町1丁目 宮⑫6888 乳幼児健康相談 三浦出張所 ⑧ 9: 30~11 : 00 

乳幼児健康相談市コミセ ン
(月)

10日 25巳
(火)

⑧ 9 : 30~ 11 : 00、13: 30~ 15 : 00 
妊婦教室(4)中地区公民館 13 : 00~ 1 6 : 00 

⑩離乳食教室 10 : 30~ 15 : 00 (水)

11日 26日
機能訓練根気の会 福祉センタ ー 13 : 30~ 15 : 30 

(水)
妊婦教室(2)中地区公民館 13:00~ 1 6 : 00 (木)

1 j叢6か月児健康診査 市コミセン

12日 27日 ⑧13 : OO~ 13 : 30 

(木)
機能訓練根気の会 福祉センタ ー 13 : 30~ 15 : 30 (金) ⑩⑮...13日(金)と同じ

成人の健康相談福祉セ ンタ ー 13 : OO~ 15 : 00 
⑨⑮...6日(封と同じ

1歳6か月児健康診査 市コミセン

13日 ⑧13 : 00~ 1 3 : 30 29日 当番医
(金)

⑧平成2年8月生まれ (2 年 3 月 ~7 月 生 ま れで 、
(日)
(内)南野クリニ ック 乾馬場町宮 ⑬ 2233

まだ受けていない人も受診してく ださい) (整)橋口整形外科医院竹松本町宮 ⑮ 8739
⑮母子健康手帳、問診票、歯ブラシ

当番医
略号の説明 ⑨ ・・対象 ⑧… 受け付け ⑮一 内容

15日 ⑮ -一持ってくるもの
(内)近藤医院 東本町 宮 ⑭ 1166

(日) (産)おび産婦人科医院 本 町 宮 ⑭ 1103 当番医の診療時間 9 : 00~ 18 : 00 

毎
月
1
回
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市民相談コーナ-(秘書広報課)ですべて無料で行っています。
お気軽にご相談くださし¥0

2月1日現在

人口 計 74，691
(+20) 

35，681 
(+14) 

39，010 
(+ 6) 

23，161 
(十 9)

)内は前月比

人口の動き

男

10 : 00~15 : 00) 

9 : 30~ 12 : 00) 

10 : 00~15 : 00) 

10 : OO~ 16 : 00) 

10 : OO~ 15 : 00) 

13 : 00~16 : 00) 

( 5日 ・木

(12日 ・木

(18日・ 水

(24日・火

(25日 ・水

(27日・金

人 権 相談

行政相談

法 律相 談

交通事故相談

年 金相 談

不 動 産相談

3
月
の
定
例
相
談
日 女

世帯数
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※受け付けは午前8時30分より行ってい ます。

3月の大村ボート
22 日 、 23 日 ~24 日

( 1 0 日 ~ 15 日施設改善記念競走GI 、 18 日~
総理大臣杯場外発売)
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